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全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
で
は
、
会
員

相
互
の
連
携
を
深
め
る
中
で
、
情
報
交
換･

政

策
研
究
な
ど
を
行
い
、
新
し
い
時
代
に
向
け

た
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
生
涯
学
習
施
策
の
一
環
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
、
負
の
遺
産
と
な
っ
て
い
る

「
空
き
施
設
」
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
を
学
び
、

積
極
的
な
活
用
を
図
る
べ
き
と
考
え
、「
廃
校

利
用
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
市
町
村
を
は
じ
め

関
係
機
関
に
呼
び
か
け
を
行
い
、「
全
国
生
涯

学
習
市
町
村
協
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

▼
分
散
会

　
「
ま
ち
づ
く
り
事
例
研
究
・
自
由
討
論
」

　

講　

義

　
「
全
国
の
先
進
事
例
に
学
ぶ

　
　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
」

　
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所
長

　
　
　
　
　
　
福
留　

強
氏

　

分
散
会

　
「
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と

　
　

課
題
に
つ
い
て
考
え
る
」

▼
基
調
提
言

　
「
地
域
の
活
性
化
と

　
　
　

廃
校
の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
」

	

文
部
科
学
省
文
教
施
設
企
画
部
施
設
助
成
課
課
長
補
佐

	
�

杉
浦
健
太
郎
氏

	

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所
長

�

福
留
　
強
氏

『
全
国
生
涯
学
習

　
　

市
町
村
協
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

平
成
22
年
12
月
14
日（
火
） 

10
時
30
分
〜
19
時

　

文
科
省
で
は
、
本
年

度
か
ら
『
未
来
に
つ
な

ご
う「
み
ん
な
の
廃
校
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
ス

タ
ー
ト
し
、
廃
校
の
活

用
方
法
、
利
用
者
を
募

集
し
て
い
る
施
設
情
報

の
集
約
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特

長
的
な
転
用
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、法
制
上
、

税
制
上
で
の
注
意
点
や
、
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
を

杉
浦
氏
が
解
説
し
ま
し
た
。

　

廃
校
の
転
用
事
例
と
し
て
、
公
民
館
な
ど
の

社
会
教
育
施
設
、
体
育
館
な
ど
の
社
会
体
育
施

設
と
い
っ
た
公
共
施
設
へ
の
転
用
が
多
い
中
、

宿
泊
施
設
や
美
術
館
、
創
業
支
援
施
設
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

課
題
に
つ
い
て
」

�

和
歌
山
県
田
辺
市
長　
真
砂
充
敏
氏

　

い
ず
れ
の
事
例
も
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、

適
正
な
運
営
を
し
て
お
り
、「
今
後
と
も
継
続

し
て
い
く
た

め
の
努
力
」

や
「
新
し
い

ア
イ
デ
ア
を

い
か
に
反
映

し
て
い
く
か
」

と
い
う
視
点

に
立
ち
、
施

設
を
有
効
活

用
し
て
い
ま

し
た
。

民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
活
用
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
事
例
も
あ
り
、「
廃
校
と
施
設
を
ど
う
活
用

し
て
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
悩
む
自
治
体

関
係
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▼
事
例
研
究

　
「
わ
が
ま
ち
の
廃
校
活
用
に
関
す
る
現
状
と
課
題
」

�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
聖
徳
大
学
教
授　

清
水
英
男
氏

　
「
３
校
同
時
廃
校
に
伴
う
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
」

�

栃
木
県
矢
板
市
生
涯
学
習
課
長　

石
塚
一
美
氏

　
「
廃
校
を
利
用
し
て
」

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト　
　

セ
ン
タ
ー
え
こ
る
・de

・
う
ふ
理
事
長　

榊
原
恒
司
氏

　
「
自
然
体
験
施
設
『
田
舎
ラ
ン
ド
』」

�

栃
木
県
那
須
塩
原
市
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
主
事　

吉
田
一
志
氏

　
「
田
辺
市
に
お
け
る
廃
校
活
用
の
現
状
と

de
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出
席
市
町
村

　

北
海
道
稚
内
市
、
大
空
町
、
本
別
町
、
岩
手

県
軽
米
町
、
福
島
県
昭
和
村
、
栃
木
県
佐
野
市
、

栃
木
市
、
埼
玉
県
八
潮
市
、
長
野
県
茅
野
市
、

京
都
府
亀
岡
市
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
、
佐
賀
県

多
久
市
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
岩
手
県
金
ヶ
崎
町
）　

合
計
14
団
体

　

文
科
省
の
出
席
職
員

　

坂
東
生
涯
学
習
政
策
局
長
、
伊
藤
大
臣
官
房

審
議
官
（
生
涯
学
習
政
策
局
担
当
）、
作
花
生

涯
学
習
総
括
官
、
上
月
政
策
課
長
、
弦
本
調
査

企
画
課
長
、
藤
野
生
涯
学
習
推
進
課
長
、
塩
見

社
会
教
育
課
長
、
髙
口
男
女
共
同
参
画
学
習
課

長
、
齋
藤
参
事
官
（
学
習
情
報
政
策
担
当
）、

佐
藤
政
策
課
長
補
佐
、
大
坂
政
策
課
地
域
政
策

第
二
係
長　

合
計
11
名

　

懇
談
会
要
旨

・
全
国
各
地
で
の
生
涯
学
習
の
取
組
み
を
一
層

推
進
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政

策
局
と
全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
に
よ

る
協
働
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
定
期
的
な
情
報
交
換
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
政
策

局
か
ら
次
に
示
す
支
援
・
協
力
が
で
き
る
た
め
、

加
盟
市
町
村
の
希
望
に
よ
り
実
施
す
る
。

今後も文科省職員が
加盟市町村を訪問します

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
役
員
と

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
幹
部
職
員
と
の

懇
談
会
を
開
催

会
員
市
町
村
に
お
け
る
生
涯
学
習
施
策
の
課
題
、
文
部
科
学
省
に
対
す
る
要
望
事
項
、

今
後
の
市
町
村
協
議
会
へ
の
文
科
省
か
ら
の
ご
助
言
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
事
例

・
生
涯
学
習
政
策
局
が
主
催
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
等

に
お
い
て
加
盟
市
町
村
の
発
表
の
場
を
設
定

・
加
盟
市
町
村
と
の
共
催
事
業
へ
の
後
援
（
協

議
会
の
冠
を
付
し
た
事
業
等
）

・
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
に
関
す
る
講
師
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣（
経
費
は
文
科
省
負
担
）

・
加
盟
市
町
村
の
取
組
事
例
の
紹
介
（
メ
ル
マ

ガ
、
月
刊
「
生
涯
学
習
」）

・
生
涯
学
習
政
策
局
に
お
け
る
実
務
研
修
生
の

受
入
れ

・
教
育
全
般
に
関
す
る
情
報
提
供
、
相
談
対
応

や
担
当
課
の
紹
介

・
加
盟
市
町
村
ヘ
の
生
涯
学
習
政
策
局
職
員
の

現
地
訪
問
の
実
施

・
そ
の
他
、
生
涯
学
習
政
策
局
幹
部
職
員
か
ら

教
育
政
策
に
関
す
る
国
の
動
向
、
平
成
23
年

度
生
涯
学
習
政
策
局
予
算（
案
）、
社
会
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
、
全
国
生
涯
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
岩
手
県
大
会
等
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
で
は
、

加
盟
市
町
村
で
個
別
に
課
題
と
な
っ
て
い

る
生
涯
学
習
に
関
す
る
事
例
に
対
し
、
職

員
が
市
町
村
に
出
向
い
て
、詳
細
な
取
材
・

分
析
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
後

も
現
地
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
３
月
ま
で
に
実
施
し
た
市
町
】

長
野
県
茅
野
市
、
京
都
府
亀
岡
市
、
埼

玉
県
八
潮
市
、
北
海
道
本
別
町
、
北
海

道
大
空
町　

合
計
５
市
町

平成 22 年度

日
時 

平
成
23
年
１
月
19
日（
水
）

　
　

 

午
後
３
時
～
６
時

場
所 

文
部
科
学
省
５
階
３
会
議
室▲懇談会で板東局長と岡部会長
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上 月 正 博
文部科学省 生涯学習政策局政策課長

今後の生涯学習の展開

　東日本大震災の被災者の皆様に心よりお見舞い申し
上げますとともに、対応に当たられている関係者の皆
様の御尽力に心より敬意を表します。
　今回の震災は、現代文明、社会経済システムの在り
方や人生観・価値観などに大きな問いを投げかけるも
のであり、衝撃をもたらしました。一方、多くの学校
や公民館などが避難所となっていますが、年齢や立場
を超えて多くの人の力によって運営されています。改
めて、一人ひとりの思いや力が結集した社会全体の絆
こそがこの国難を乗り越える大きな力になるものと認
識しています。
　放課後子ども教室や学校支援地域本部等の事業を通
じて、学校・家庭・地域等が連携し、社会全体で教育
に取り組むことの必要性は高まっており、地域の実情
に応じた様々な取り組みがなされています。また、文
部科学省ではこれまでの取り組みをさらに発展させ、
市民・ＮＰＯ・企業などが積極的に公共的な活動を担
う「新しい公共」による学校づくりを推進していま
す。今回の震災により、あらためて地域の絆やコミュ
ニティーの再構築が必要であると再認識したところで
あり、学校や公民館を拠点とした地域づくりも支援し
ていきます。
　被災地での復旧・復興はもとより、日本全国におい
ても次代を担う子どもや若者が、希望を持って未来に
向かって前進していけるような環境を整備していくこ
とが重要な課題になっています。生涯学習政策はそれ
を支える基盤として、中長期的なビジョンを持ちなが
ら取り組んでいきたいと考えています。

　

こ
の
度
、
戦
後
最
大
の
国
難
と
な
り
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
す
べ
て
の
方
々
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
対
応
に

あ
た
ら
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
21
年
度
よ
り
全
国
生
涯
学
習
市

町
村
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
２
年

間
の
任
期
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
新
た
な

試
み
と
し
て
様
々
な
取
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
21
年
度
は
、北
海
道
本
別
町
の「
北

日
本
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

は
じ
め
と
し
、
全
国
の
市
町
村
に
う
か
が
い
、

﹁
２
年
間
の
会
長
職
を
振
り
返
っ
て
﹂

岡
　
部
　
正
　
英

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
会
長

佐
野
市
長

先
進
的
な
生
涯
学
習
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習

政
策
局
の
上
月
政
策
課
長
に
佐
野
市
ま
で
お
出

で
い
た
だ
き
、
今
後
の
生
涯
学
習
の
課
題
、
市

町
村
協
議
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
ご
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
助
言
を
受
け
、
22

年
度
に
は
、
全
国
の
未
加
入
市
町
村
に
も
呼
び

か
け
、「
全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
聖
徳
大
学
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協

議
会
役
員
と
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
幹

部
職
員
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
様
々
な
意

見
交
換
や
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
契
機
と
し
ま
し
て
、
今
後
の

協
議
会
活
動
の
推
進
が
図
ら
る
も
の
と
期
待
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
、
経
済
情
勢
を
含
め
た
時
代
の
変
化
の

中
で
、
生
涯
学
習
の
あ
り
方
や
市
町
村
協
議
会

の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
施
策
の
充
実
に

向
け
て
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
震
災

に
お
い
て
は
、
生
涯
学
習
分
野
に
お
い
て
も
、

各
地
で
多
く
の
関
係
者
の
方
々
が
被
災
さ
れ
る

と
と
も
に
、
多
数
の
関
係
施
設
が
被
害
に
遭
い

ま
し
た
。
本
協
議
会
の
会
員
市
町
村
に
も
多
く

の
被
害
が
出
て
お
り
、
こ
れ
ら
被
災
地
域
の
市

町
村
に
対
し
、
で
き
る
限
り
の
方
策
と
し
ま
し

て
、
23
年
度
役
員
会
、
総
会
に
お
い
て
「
被
災

地
域
の
特
例
制
度
」
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
総
会
の
機
会

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
会
長
と
し
て
の
最

後
の
役
割
と
し
て
、
生
涯
学
習
と
震
災
対
策
に

関
連
し
た
基
調
講
演
、
さ
ら
に
は
、
災
害
を
含

め
た
生
涯
学
習
の
課
題
全
般
に
つ
い
て
、
文
科

省
と
会
員
市
町
村
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
定

で
き
る
よ
う
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
被
災
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
生

涯
学
習
活
動
が
で
き
な
い
市
町
村
も
多
く
あ
る

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
復
興
に
向
け
て
の
足
が

か
り
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
被
災
を
さ
れ
た
地
域
の
一
刻
も
早

い
復
興
と
、
本
協
議
会
が
益
々
発
展
さ
れ
る
と

と
も
に
本
協
議
会
を
通
じ
て
会
員
市
町
村
の
生

涯
学
習
施
策
が
益
々
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
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軽
米
町
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
継

続
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
自
身
が
健
康
で

生
涯
学
習
活
動
を
展
開
す
る
体
力
と
能
力
を
身

に
つ
け
る
、
ま
た
は
維
持
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
た
う
え
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
高
め
、

も
っ
て
町
民
主
体
の
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

○
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
振
興
研
修
会

期　

日　

平
成
23
年
２
月
18
日
（
金
）

対　

象　

学
校
関
係
者
・
町
民
等

会　

場　

軽
米
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

①
小
学
校
区
地
域
づ
く
り
実
践
発
表

②
講
演　
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
～

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
生
活
習
慣
」

　

講
師　
（
医
）禄
三
堂
臼
井
循
環
器
呼
吸
器
内
科

�

副
院
長　

臼
井
由
紀
子
氏

○
自
治
公
民
館
活
動
活
性
化
研
修
会

期
日　

平
成
23
年
２
月
20
日
（
日
）

対　

象　
生
涯
学
習
関
係
者
・
自
治
公
民
館
関
係
者
等

会　

場　

軽
米
町
河
北
公
民
館

内　

容
①
講
演　
「
地
域
づ
く
り
活
動
と
次
世
代
育
成
」

　

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岩
手
子
ど
も
環
境
研
究
所

�

理
事
長　

吉
成
信
夫
氏

②
事
例
研
究

　

「
河
北
公
民
館
の
地
域
活
動
に
つ
い
て
」

③
交
流
会
＆
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
読
書
推
進
公
演
会

期　

日　

平
成
23
年
３
月
４
日
（
金
）

対　

象　

幼
児
・
保
護
者
等

会　

場　

軽
米
町
立
軽
米
幼
稚
園

内　

容　

読
み
聞
か
せ
の
公
演

研
修
会
等
補
助
団
体 

活
動
実
績
の
紹
介

平
成
22
年
度

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会

軽
米
町
生
涯
学
習

「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
研
修
」

岩手県
軽米町

　

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
に
駆
け
つ
け
た
大
勢
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
整
然
と
対
応
す
る
東
北
の
被
災
者

の
姿
な
ど
を
み
る
と
、
や
は
り
日
本
人
は
す
ご
い
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
会
員
の
自
治
体
の
中
に
も
被

災
さ
れ
た
自
治
体
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
震
災
後
、「
日
本
人
と
し
て
一
致
し
て
復
興
す

る
」
と
い
う
国
民
の
目
標
が
、明
確
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
あ
ら
た
め
て
、
日
本
を
活
性
化
す

る
決
め
手
と
し
て
「
生
涯
学
習
が
不
可
欠
」
と
い
う

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
、
担
当
者
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
関
わ
る
指
導
者
と
し
て
、
一
人
ひ

と
り
が
力
量
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も

自
己
研
修
が
重
要
で
す
。

　

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
は
、
全
国
生
涯
学

習
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
に
所
属
す
る
首
長
を
中
心

に
、「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
」
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
掛
川
市
な
ど
生
涯
学
習
宣

言
都
市
が
加
わ
り
、
文
部
省
の
協
力
も
あ
っ
て
、
平

成
11
年
11
月
11
日
に
発
足
し
た
も
の
で
す
。
以
来
、

今
日
ま
で
、「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
開
催
、
調
査
研
究
の
実
施
な
ど
、
全
国
の
会
員
自

治
体
を
中
心
会
場
に
数
多
く
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
い
ま
、
大
学
の
生
涯
学
習
研
究
所
、
全

国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
研
究
と
し
て
、「
克

災
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
の
基
礎
は
、「
安
全
で
安
心
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
り
、
住
民
の
命
を
守
る
こ
と
で
す
。
東
日
本
大

震
災
で
は
、か
ら
ず
も
そ
の
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
は
、
自
然
的
資
源
、
社
会
的
資
源
、
人
的

資
源
な
ど
の
資
源
を
十
分
に
掘
り
起
こ
し
、
活
用
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
は
、
十
分
つ
く
れ

ま
す
し
、
さ
ら
に
他
の
自
治
体
と
の
交
流
、
共
働
化

な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
可
能
性
は
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

　

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
は
、
平
成
の
合
併

や
大
震
災
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
加
入
団
体
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
本
会
の
意
義
が
発
揮
さ
れ
る

と
き
で
す
。
未
加
入
の
自
治
体
に
も
呼
び
か
け
、
よ

り
拡
大
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
新
し
い
日
本

づ
く
り
が
加
速
す
る
と
思
う
の
で
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
、
自
治
体
が
直
面
す

る
課
題
は
、
と
て
つ
も
な
く
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

活
性
化
に
関
す
る
課
題
も
山
積
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。「
儲
け
る
生
涯
学
習
」「
創
年
の
ま
ち
」「
女
性

が
主
役
」「
子
ど
も
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」「（
空

き
活
用
）
廃
校
活
用
と
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
、キ
ー

ワ
ー
ド
の
な
か
に
も
、
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

本
当
に
生
活
に
役
立
つ
生
涯
学
習
を
、
今
一
度
、
推

進
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。
市

町
村
協
議
会
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
。

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会	

世
話
人

聖
徳
大
学
教
授
　
福
　
　

留
　
　
　

強

生
活
に
役
立
つ
生
涯
学
習
と
ま
ち
づ
く
り



₅

「
か
き
ね
を
越
え
る

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」

「
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

栃木県
さくら市

栃木県
大田原市

○
読
書
推
進
講
演
会

期　

日　

平
成
23
年
３
月
４
日
（
金
）

対　

象　
児
童
・
生
徒
・
学
校
関
係
者
・
保
育
関
係

者
・
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
町
民
等

会　

場　

軽
米
町
中
央
公
民
館

内　

容
①
読
み
聞
か
せ
の
公
演

②
講
演　
「
本
の
世
界
を
楽
し
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　

～
音
楽
に
の
せ
て
～
」

○
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

期　

日　

平
成
23
年
３
月
４
日
（
金
）

対　

象　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会　

場　

軽
米
町
立
図
書
館

内　

容
①
講
演　
「
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
活
動
」

②
情
報
交
換
会

　

大
田
原
市
で
は
、
生
涯
学
習
を
広
く
一
般
に

啓
発
し
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
学
習

へ
の
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
学
習
活
動
へ
の

参
加
を
促
進
し
、
生
涯
学
習
の
一
層
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
民
の
企
画
・
運
営

に
よ
り
、
市
の
中
心
を
流
れ
る
那
珂
川
を
題
材

と
し
、
市
町
村
合
併
５
年
を
経
た
現
在
の
地
域

の
ま
ち
の
特
徴
の
再
発
見
を
行
う
こ
と
を
テ
ー

マ
に
「
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

期　

日　

平
成
22
年
11
月
13
日
（
土
）

会　

場　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館

内　

容　

ふ
る
さ
と
那
珂
川
の
恵
み
を
探
る

○
第
一
部

　

基
調
講
演
「
那
珂
川
流
域
の
里
山
林
」

　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
恵
み
の
再
発
見
～

　

講
師　

宇
都
宮
大
学
教
授　

大
久
保
達
弘
氏

　

さ
く
ら
市
で
は
、
市
民
が
生
涯
学
習
に
触
れ

る
機
会
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
生
涯
学
習
振
興

大
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、「
食
と
匠
」「
若
者
参

画
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
や
市
内
で
活
躍
し
て

い
る
農
業
従
事
者
等
に
よ
る
発
表
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

期　

日　

平
成
23
年
２
月
13
日
（
日
）

会　

場　

さ
く
ら
市
喜
連
川
公
民
館

内　

容　
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
キ
ッ
チ
ン
コ
ロ
シ
ア
ム

○
第
一
部

　

い
ま
ど
き
…
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

①　

中
高
生
自
主
製
作
映
画
の
上
演

②　

市
内
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
若
者
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
発
表

③　

市
内
在
住
小
学
生
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

○
第
二
部

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は
じ
ま
る
家
族
の
絆
」

講
師　

料
理
研
究
家　

コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
氏

○
第
二
部

　

吹
奏
楽
演
奏

　
　

大
田
原
市
立
湯
津
上
中
学
校
吹
奏
楽
部

○
第
三
部

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
「
那
珂
川
に
育
ま
れ
た
大
田
原
再
発
見
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

那
須
文
化
研
究
会
会
長　

木
村
康
夫
氏

　

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　

栃
木
県
水
産
試
験
場　

澤
田
守
伸
氏

　
　

那
須
与
一
伝
承
館
館
長　

萩
原
恵
一
氏

　
　
黒
羽
観
光
簗
漁
業
組
合
常
務
理
事　

増
渕
誠
一
氏

基調講演の講師　大久保教授

吹奏楽演奏
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薩
摩
川
内
市
で
は
、「
学
び
、
輝
く　

あ
な

た
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
学
習
成
果

の
舞
台
発
表
や
、
各
種
講
座
・
学
級
の
展
示
、

記
念
講
演
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

期　

日　

平
成
23
年
２
月
27
日
（
日
）

会　

場　

薩
摩
川
内
市
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
（
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
）

内　

容

○
記
念
講
演
（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

　
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
生
涯
学
習
」

　

�

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

池
上　
　

彰
氏　

　

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

増
田
ユ
リ
ア
氏

○
学
習
成
果
の
発
表
（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

　

ダ
ン
ス
や
和
太
鼓
、
寸
劇
等
の
発
表

○
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
研
修
会
議
室
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
に
よ
る
展
示

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

　

中
国
式
健
康
体
操

　

木
目
込
人
形
制
作
等

○
食
育
コ
ー
ナ
ー

　
（
中
庭
）

○
そ
の
他

　

鹿
児
島
市
で
は
、
市
民
の
生
涯
学
習
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、
心
豊
か
で
学
ぶ
喜
び
に
満
ち

た
生
き
が
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り

の
気
運
を
醸
成
し
、市
の
生
涯
学
習
推
進
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る
「
市
民
一
人　

一
芸
・
一
学
習
・

一
ス
ポ
ー
ツ
」
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
。
学
習
成
果
発
表
や
作
品
展
示
、
講

演
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

期　

日　

平
成
23
年
２
月
４
日（
金
）～
５
日（
土
）

会　

場　
鹿
児
島
市
中
央
公
民
館（
サ
ン
エ
ー
ル
か
ご
し
ま
）

内　

容　

○
講
演
会　
「
異
文
化
と
し
て
の
日
本
を
考
え
る
」

　
　

講
師　

作
家　

椎
名　

誠
氏

○
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー　

や
な
せ
な
な
氏

○
公
民
館
音
楽
祭
の
開
催
、学
習
成
果
の
発
表
、

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど

ふ
み
の
里

ま
な
び
の
森

フ
ェ
ス
タ

生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

福岡県
宇美町

鹿児島県
薩摩川内市

鹿児島県
鹿児島市

　

宇
美
町
で
は
、「
ふ
み
の
里
ま
な
び
の
森
」

を
形
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
連
携
し
、
講

演
会
を
は
じ
め
少
年
少
女
の
主
張
大
会
や
朗
読

大
会
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

楽
し
め
る
フ
ェ
ス
タ
を
実
施
し
ま
し
た
。

期　

日　

平
成
22
年
11
月
21
日
（
日
）

会　

場　
宇
美
町
ま
な
び
の
森
コ
ア
ゾ
ー
ン
ほ
か

内　

容

○
講
演
会　
「
科
挙
と
い
う
お
受
験
」

�

講
師　

作
家　

浅
田
次
郎
氏

○
町
内
小
中
学
生
生
徒
に
よ
る
主
張
大
会
及
び

　

朗
読
大
会

○
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

も
の
作
り
・
食
・
防
災
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど

○
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
・
展
示　

そ
の
他

　

６
月
24
日
（
金
）、
協
議
会
と
し
て
初

め
て
文
部
科
学
省
を
会
場
と
し
て
、
平
成

23
年
度
の
役
員
会
・
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

総
会
で
は
、
事
業
報
告
及
び
事
業
計

画
、
歳
入
歳
出
決
算
及
び
予
算
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案

の
ほ
か
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

関
連
議
案
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ
く
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
文
部
科
学
省
生
涯

学
習
政
策
局
長
の
講
演
と
、
東
京
工
業
大

学
事
務
局
長
の
山
田
道
夫
氏
に
よ
る
「
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
お
け
る
社
会
教

育
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
調
講
演

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
に
引
き
続
き
、
協
議

会
初
の
試
み
と
い
た
し
ま
し
て
、「
協
議

会
会
員
と
文
部
科
学
省
職
員
と
の
意
見
交

換
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
会
員
市
町
村
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
2₃
年
度
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
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協
議
会
で
は
、
毎
年
会
員
市
町
村
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
生
涯
学
習
の
推
進
に
係
る
研
修
会

等
を
援
助
す
る
目
的
で
、「
全
国
生
涯
学
習
市

町
村
協
議
会
研
修
会
等
補
助
金
交
付
要
綱
」
に

基
づ
き
、
運
営
補
助
金
交
付
を
受
け
る
市
町
村

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
多
く
の
会

員
市
町
村
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
補
助
金
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
施
各
市
町
の

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
概
要
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
補
助
金

制
度
を
会
員
市
町
村
に
さ
ら
に
有
効
に
ご
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
平
成
23
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
、
同
程
度
の
募
集
を
す
る
予
定

で
す
。
６
月
下
旬
の
総
会
後
に
募
集
を
開
始

し
、
そ
の
後
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な

り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
金
交
付
を
希
望
さ
れ

る
会
員
市
町
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
募
集
要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
い
た
だ
き
、
事
務
局
ま
で
申
請
し
て
い

http ://www.gakushu. jp
　全国生涯学習市町村協議会では、ホーム
ページを作成しています。
　現在、このホームページには、「加盟市町
村名簿」「会則」「補助金要綱」のほか、「各
市町村の状況」「お知らせ」等の記事を掲載
しております。
　当協議会のネットワークを通して、全国各
地での取り組み状況や日頃のご担当の皆さん
が苦慮されていることも含め、様々な情報を
集め、会員市町村の皆様がよりよいまちづく
りに貢献できるよう、ご活用いただけたら幸
いだと思います。
　また、「ぜひ、この情報を掲載して欲しい！」
とのご要望がありましたら、事務局までご連
絡ください。このＰＲが、明日への発信・発
展につながっていくかも知れません。

　

人
事
異
動
に
伴
い
４
月
よ
り
事
務
局
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
引
継
ぎ
時
、
総
会

開
催
ま
で
の
間
は
ド
タ
バ
タ
が
続
く
と
聞
か
さ

れ
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
背
負
い
な
が
ら
現
在
、

会
員
の
皆
様
に
ご
迷
惑
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
、
懸

命
に
準
備
・
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

反
面
、
全
国
の
事
務
局
と
い
う
仕
事
柄
、
初

任
者
で
あ
り
な
が
ら
、
各
市
町
村
の
先
進
的
な

事
例
に
い
ち
早
く
接
す
る
と
と
も
に
、
担
当
者

の
皆
様
と
直
接
お
話
し
す
る
機
会
も
あ
り
、
毎

日
、
非
常
に
参
考
に
な
る
と
と
も
に
、
他
の
初

任
者
よ
り
も
勉
強
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
生
涯
学
習
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
べ
く
、
本
協
議
会
の
事
業
に
つ

い
て
も
、
創
意
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
事
務
局
と
い
た
し
ま
し
て
、
今
年
度
も
新

た
に
「
安
・
近
・
短
」
で
一
定
の
成
果
が
上
げ

ら
れ
る
よ
う
い
く
つ
か
事
業
を
企
画
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
東
日
本
大
震

災
に
関
連
し
て
、
被
災
し
た
会
員
市
町
村
の
復

興
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
、
規
約
改
正
に
よ

る
会
費
の
特
例
制
度
に
つ
い
て
も
、
総
会
時
に

ご
提
案
さ
せ
て
い
だ
だ
く
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、
震
災
か
ら
の
一
刻
も
早
い
復
興
と

会
員
の
皆
様
の
生
涯
学
習
施
策
の
益
々
の
充

実
、
今
後
と
も
協
議
会
へ
の
一
層
の
ご
協
力
・

ご
支
援
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。�

（
Ｓ
）

編
集
室
か
ら

全国生涯学習市町村協議会の
ホームページ

紹介

アドレス

平
成
23
年
度

募集

補
助
事
業
・
研
修
会
実
施
市
町
村
の
募
集
に
つ
い
て

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
は
、
充
分
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
選

考
・
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
会
員
市
町
村
の
申
請
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。


